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1,184
1,141
2,325

世帯数 （±０）1,243
※（　）内は前月比

　暦の上では春の3月になりましたが、エ

ゾモモンガの巣穴がある林は、まだ冬と変

わりない雪景色です。が、間もなくエゾモ

モンガの恋の季節が始まります。

　エゾモモンガ夫婦の巣の近くに住むオス

の中には、短い時間ですが、昼間から夫婦（メ

ス）の様子を見かたがた、採餌に出ている

者も見られるようになります。

　夜行性なので、人目に触れる機会が少ないのですが、町内の森林には、エゾリス以上に多いエゾモ

モンガが住んでいます。
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「恋の季節到来　　エゾモモンガ」

撮影・文：冨士元　寿 彦 氏
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　幌延町開基120年を記念して、12回にわたって連載してきた特集「北緯45度の大地に生きる動物たち」は、
今月号をもって連載を終了します。ご愛読ありがとうございました。
　連載にあたり、写真と文章を提供くださいました冨士元 寿彦様に、お礼申し上げます。

　このコラムは今回で終わりですが、紹介しました動物たちを通し、身近にある恵まれた自然に目を

向けてもらえますことを願います。

■
２
月
は
寒
波
が
到
来
し
、
日
本
各
地
で

今
季
一
番
の
冷
え
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

幌
延
町
も
例
に
漏
れ
ず
厳
し
い
寒
さ
が
続

き
ま
し
た
が
、
さ
す
が
と
い
う
べ
き
か
、

子
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大
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も
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■
さ
て
、
そ
ん
な
冬
の
屋
外
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み
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だ

さ
い
ね
。
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